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あ る 夏 の で 色 ご と

高 隆

ある県での語。

数年前、県教胃委員会は「教諏五経年研修会」を文部省のいいつけとおりに初めて間いた。

｛教員になって五年す雙た書がうけなければならないつまらない講詈会） 反対闘争ということ

て、私も当日のこのこと会場に出かけていった。そしたら「君、 ピラをまいてくれ」といわれ、

ホイホイと気のいい私は会場内でピラをくばりはじめた。そしたら中年のおじさんがと んて色て

「こら、おまえ、・なにをしている」という。私は「何で反対しているかわかるようにくばってる

んです」と答える。すると「これが目にはいらんのか」と畳を指さす。そこには「ピラの配布を

攀ず」と書いてあった。 「はい、 そんなものは読みません でした」というと、 「ここではピラを．

（ばっ てはいかんと決まっとる 」とおこる。そこで、 「だれが決めたのですか」とき（と、 「わ

しが決めた」とおっしゃる＂そこて、私は、 「なんてあ なたの決めたことに私がしたがわなけれ

ばならん のてすか」ときいたら、本当f：：そのおじさんはおこってしまった。

私のような書に対してまじめにおこる人はだれだろうとあとてしらべてみたら、その人は

・「教胃次長」というエライ入だった。しばら（してその人は「教胃長」となった。最高にエヲイ

方だ。

「ワシが決めたからおまえしたがえ」と、今慶いついわれるかと心配している。•こう＼ヽう人

が教冑長となったりして、明日の日本はどう なるのか、宴のところ本気で
・

心配している。
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イ ン ド ・ コ ー チ ン 大 学 訪 問 記

細 見 オ杉 文

私は1 9 7 1年からこれまて4回インドを訪れました。この記録はその最

初のもので、最も強い印象を受けたと色のものてす。話は少し古くなりま
・

したが、インドの状態は前も今もほとんど変化しておりません。はじめて

驚色の目て見たインドの印象巳ここに記します。

私がはじめて外国へ旅立ったときの印象は今も強く胸にや色ついている。あのと色のうれし

さと不安が今もはっ色りと思い出される。

旅立ったのは1 9 7 1年1 2月208だりたが、それまてがなんとも待ち遺しか？た。学校

のポブラの木の葉が贄色くなり、そしてちらちらとまいおりるの巳みて、あの木 の葉が金部ちり

窓ちてしまうころに自分は旅立ちで色るのだというそんな気持で、毎朝学校へ通う道てポブラを

見た。だから今でも，＊の葉がちるころになると、あの待ち遺しかった日々巳思い出すのてある。

なせ外国へ行色たいと思ったのだろう。そ のころ、9ムをとりまく人間関係が色わめて悪かっ

た。面白くない毎日が続いていた。研究はなかなか思うようには進まなかったItこうした圧追が

私巳外国へとおいたてたのだと思う。

・ただむしょうにインドに行色 たかった。なせインドでないといけなかっ幻のか。それまで自

分の心に、発屡途上国へのあこがれにも似た気持があった．発展途上国、とりわけ隋北問題とい

うのが非常に大切な問題だという意識があった。その代畏としてインドを選んだ。

行色先は自分の研究との関係から、ケララ州のコーチンにした•コ ー チンにはコーチン大学

海洋科学科があるということから：ここでィンドの生物学の私に関係する文献鵞あさりたかった。
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そして、実のところケララ州は共産党州政府ができているので、ィンドの中でも特に興味を引か

れるところだったのである。

大阪空港てインド航空のジエット機に入ったとたん、もはやそこは日本てはなかった。飛行

機は南の空気をそのまま運んできたようにむっと暑かった。そしてハエが 一 匹棟内を飛んている

のを見て、 「ああ、ここはもはやインドだ」と、そう思わせた。それに機内に 一歩入ると日本語

は全く通じなくなってしゾた。飛行機に 一歩ふみこんだとたん、そこは外国だということをしみじ

みと思った。

飛行機の窓からはよく晴れていて日本列島の地図の上を飛ぶのがよくわかった。鹿児島をぬ

け、大偶半島を出たとき、ああ私は始めて国境線を越えるのだという思いがわいてきた。 （沖縄

をお忘れじゃございませんか。 会長）

香港を過ぎ、機がパンコックに向ったときに、ぅしろの席からきれいな女性が私に話に来た。

飛行機の中の乗客は1 0人程度てがらすきだった。この女の人は心細くなって来たのだろう。ど

こへ行くのかと聞くと、ポンベイだと言っていた。日本に居れば、こんな美しい女性が向うから

声をかけてくることなど絶体にないことである。このときは、ざまを見やがれと言った気分で、•

大変心ゆかいであった。

機がペトナムを越えるときは2つの気分が交さした。下の密林の下ては、ベトナム解放戦線

とサイゴン政府軍が戦っている。私は気持よくソフアにもたれているo 一つは、苦労をしている

解放戦線の兵士に対し、自分はこれでよいのかという気持であった。と同時にこの飛行機も時に

よれば、ロケット砲の目標になるのでないかという気持におそわれたのである。

機がパンコックに着いで、2日間をバンコックてすごすことにした。目的は、日本に留学し

ているとき知り合ったチョクチャイ・セナオン氏で、彼はカスケトサルト大学の助教授をしてい

る人である。彼は京大の白浜の臨海実験所に2年間居たのだが、私が白浜を訪れたときに内海富

士夫先生から紹介された人物であった。彼とベトナム問題やカンポジア問題を話合おうとしたの

であるが、彼の頭の中には、そんな問題意識は全くなかった。あまり面白い人物ではなかったが、

バンコックで知っている唯一の人物だった1ので訪ねることにした。

ラマホテルで一 泊して、彼の居るライスフィ ー ル ド ・センターを訪ねた。これにはラマホテ

ルで接客係をしている男が案内してくれるしことになった。その男には一日案内をしてくれれIi 1

。：・ドル支払うという約束をした。今から思うとずい分高い案内料を払ったものであるが、お金の
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効果があってか、非常に親切に案内をしてくれた。いくつかの有名な寺院を案内してもらった後、

ライスフィ ー ルド・センタ ー を訪ねた。

その場所はパンコ·，・クの中心部からはかなり遠いところて、ドンムアン空港を北へ 1 0 キロ

ほど行き、運河にそって20キロほども東へ行ったとこ．ろに位置していた。見渡す限りの田園地 ・

帯で、高床式の家がところどころにあり、運河ぞいにはスイカが収穫されてならべられているの

が眼についた。また水牛が泥水の中につかって頭だけ出しているのも眼にして、これが水牛とい

うものかとも思っで感心した。

チョクチャイ氏ははだして私を迎えてくれた。それにシャツのそてが破れていた。にこにこ

しながら迎えてくれたが、はだしであるのには驚かされた。彼は私のために特別のエビフライを

ごちそうしてくれた。エビは 6~7 センチのもので、それをメリケン紛のしるをつけて油てあげ

ただけの祖末なものであった。エピはどこで採ったのかと聞くと、前を流れる運河て採ったと言

つでいた。これならここに住んでいて飢えることはない。運河ていくらてもエピとりをしてそれ

を食べていればいいのだから。チョクチャイ氏の隣の家の奥さんが、竹筒の中に米を入れ焼いた

ものを私にくれた。私に食べろと言う。私は竹のふちをµぃて、中にある御飯を食べてみた。甘

い味のついた御飯が竹筒の中ででき上ってい るのを食べながら、ああ、ここはインドシナなのだ

という強い感傷が胸にこみ上げてくるのを感じた。竹筒御飯はベトナム映画を見たとき、寸景と

して出てきたものを憶えていた。

チョクチャイ氏の家にも隣の家にも壁に白い小さなヤモリが百匹も二百匹も群をなして電燈

のところへへばりついていた 5・ 電燈に近よるこん虫を食べに集って来ていたのである。夕刻にな

るとトッケイ、トッケイと鳴く声がした。このトッケイのことは中学生のころ、本で読んでいた

のて一応知ってはいたが、声を聞くのははじめてだった。たしかトカゲかヤモリの仲間だったは

ずである。チョクチャィ氏の家の中に大きな黒いヤモリがいたので採集し、ホルマリンづけにし

て持ち帰ることにした。網をかぷせようとすると、シャアーシャアー と大きな口を開いておそい

かかってくるふりを見せたのが気味悪かった。

ドンムアン空港でインド航空におくれ乗りそこなってしまった。・ チョクチャイ氏が世話をし

てくれ、ポンペイ行のTWAに乗りつぐことにした。ポンベイについたのは夜の 1 1 時ごろだっ

た。ポンベイというのは大都市のはずなのに機上から見る光の風景はまことにさみしいものであ

った。大阪や神戸の夜景を見なれているものにとっては、あちこちにちらちらとする光を見ると

さみしい感じがした。
｀

 

ポンベイ空港の税関はまこと↓こきびしいもので、カメラの種類をパスポートに記録した上、

電算器を持っていないかをしつようI.J聞いていた。空港の玄関口はすさまじい限りであった。き
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たないシャツを身にまとったハダシの男たちが何十人も待ちうけていた。私が玄関を出るなりと

りかこみ、私の二つの荷物をうばうようにしてククシー ヘ運んだ。しかも別々のタクシー ヘ。片

方の荷物は私がとりかえし、 一方のタクシー ヘ持ち込んだ。そうすると運び屋が二人ククシー へ

乗ってきた。そして 1 ドルよこせと言い寄って、ククシー から降りようとしない。 1 ドルは高い

から 1 0 セントにせよと言っても言うことをきかないdどうしても 1 ドルよこせという。仕方が

ないので 1 ドルやることにすると、 2 人は喜んで降りていった。

タクシーはひどい代物だった。ドア ー のロックポタンがはずれ針金がむき出しになっている。

座席のカバー は破れてわらがはみ出している。メ ー タ ーはこわれて料金はわからない。だから料

金は運転手と私の間の交渉になる。しかし、運転手が5ルピーと言ったのか、5ドルと言ったの

かよくわからなかったので、私は5ドル渡してしまったC運転手がものすごく喜んだので、私は

・ しまったと思ったが、外国で一人で旅をするのはずい分ソンをするものだと思った。私のこの時

の英語の力は、はなはだ心もとないものであった。ククシーはときどき止った。ガソリンを入れ

ると言っては止まり、なにか言ってはまた止った。私はそのつど、タクシーの運転手が仲間をつ

れてきて私をおそうのでないかとおそれた。しかし運転手はチョコレ ー トを買ってきてお前も食

えと 一 枚くれた。しかし、インド製のチョコレ ー トはー ロ、口に入れただけでもう食べたいとは

思えるようなものではなかったので、ポケッtにしまいこんでしまった。道の両わきや、車の分

離帯にごろごろと木材のようなものがころがっているのが、ククシーのヘッドライ・ ・トに照らされ

て見えた。よく見るとそれは人間が5メ＿トルほどの間隔て路上にねているのであったo空気は

わらが腐敗する臭いがしていた。

私がついたター ジマハールホテルは眼を見はらされた。玄関を入ると4人のすごい美人がサ

リーをひらひらとなびかせながら歩いていた。私の眼には天女のように見えた。広いロピーに美

しくみがき上げられた大理石の床、インド王朝風の壁、すべてがみごとなものであった。ポー ク

ーが私の荷物を手にフロントヘ案内した。ポー イが連れていった部屋は、これまたすばらしいも

．のであった。緑にししゅうのある壁、ぶあついじゅうたん、そしてソファ ーのならべられた応接

室、広いベッドを横たえた別の部屋、また、パス、トイレ付きの大理石てできた部屋など、• 3室

が私一人のために用意された。もし．一国の王がとまったとしてもヽこの部屋なら不似合ではない

であろう。私は一夜だけ国王級の待遇を受けることになった。 （窓からのながめもよく、ポンペ

ィの中心街が見えた。その中にポンペイ博物館がきわだっで美しくそびえていた。） 部屋には、

私の始めて聞くシタ ールを鳴らす独得のインド音楽が低くながれていた。このホテルに流された

インド苔音楽にふしぎな魅力を感じたのてある。

ポンペイ博物館からイガイの論文が出ているのを知っていたのて、博物館に文献の所在をた
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ずねた。そう、すると電話口に出た人が、あなたーは今ど冨こに居るのかと聞（•ものだがら、所在を言

うと館員がすぐたずねて書てく れた。そしで、今その文献はないが、あなたは逮い国から来た人

だから、市内を案内してあげようと言って、タクシー で市内の名所2カ所へつれて行ってくれた。 ． ．

一つは、銀でつくられたジャイナ教の寺院であった。お寺のほとんどが総銀作りなのには鵞かさ

れた。

もう一つの名所は亮響：衛であった。もう8も（れていた。大e な亮響街をタクシ ー で見て回

った。亮響鳩たちは餓ゴウシのおり1.:.入れられていた。餓ゴウシの中にはうす暗ぃ電燈が下がり、

亮響婦が2人、3人と座ったり 立 ったりしているのが見えた。また餓ゴウシのない亮響書にはペ

らぺらとしたカ ー テンが入口に下がり、そこに女が立って客を待っていた。通りには波のように

男 たちが歩いていた。・タクシーの前に立ちふさがり、タクシー鵞止め
．
て窓をたたいて「隣りろ、

いい女がいる」などとさけぶポン-�I色もいた。タクシーの口亨クがき かないものだから、タクシ

ーに景り込んで来て私の手鵞引くものも居た。亮響街は非常に長く大 e な通りだった。私はあま

りのすごさに興味をひかれ 、タクシ ーを隣りて歩くことを博物館員1こ提案した。し かし博物館員

は、・降りると危険だ、多くのス1)がいるし、弧盗もいる、タクシーの中から見るだけと言い、絶

体に隣りてはいけないと私をさとした。私の見たこの亮響衛はまさにこの世の増獄であった。

タジマ＾ールホテルの前には数人の乞食が群がっていた。も っとはなれたところにはもっ と

多くの乞食がいた。払が一 歩で6ホテルのエリアから外にふみだしたなら、わっと乞貪たちは私

をとりまくのである。そして金を（れだのクツ鵞みがかせろだの、Jlllllからしつこくせまって（

る。ま わ りをかこまれているから動きがとれなくなる。乞食はみな三～四十代の男たちでやせて

いるが、誓一 様に目つ e がきびしい。恐しくなってホテルのエリアに逃f1こむと、乞食たちは1ナ

っしてそこには入ってこない。それかホテルの玄関口にター パンを巻いた大男の番人が立って

いて、も し乞食が一 歩でも入ろうものなふ大声でどなられる仕編になっている。子供の乞貪が

いたずらっぼくエリア鵞さっとかけぬける。すると大男のば声がとぶ。・ホテルの内と外では天Ill

と蜻虞しの差がまざまざと農開されている。

ポンベイ空港からは国内繰のインテイアン・エアー ラインに景り．かえた。これは小製のブロ

ベラ置であった。憲から見える風景はちょっとかわっていた。澤岸平野が1 IIにほどあ る
．

そ

如ぅは急にそそり立った1 0 O·O mばかりの断渥があり、断渥の東はまた平らな土地になべ

いた。痴讐は胄に向けて飛んでいた。爆岬舅fi緑t細い匹輯が あもこちをぬっているのが・

は っ 色りと見えた。しかし断涯の東は茶色っぼい土蜻が広がり乾爆しているのがよくわか っ た．

日本を上空からながめるのとは全く這った鳳景であったo糧田It谷閏そいに手のひらを広1.,たよ

うな形で、＜っきりと員躙の風景と区別で亀た．

． ヽ 7,4



私の横にすわった人はインド海軍の石い少佐てあった。私と年もそれほど違わなかった。彼

＂いと同じ（コ ー チンに行（と言っていた。如●客も金部インド人で、日本人は私1人だった

ようである。インド人遍は外国からの帰りの者が多かったようである。手に手にポー クブルラジ

オを持っている人が1111こついた □ 私の前の ●客が，手に人れたラジオがうれしいのか、小さな音

でラジオをならしていた。しかし飛行聾の中でラジオ配．使うのは危険きわまりない行為である。

計彗に混乱を与えて棗行に影響を与える．日本の飛行覆ならこのことをステュワ ー デスがあらか

じめ注意をする。しかし、インドのステュワ ー テスは何も言わなかった。だから私が注意してや

った。しかしイン＂で飛行檀仁．彙れる人遍は特別の恵まれた階層の人遍である。私の話した彙客

の 1 人は 高等学校の校長だと言 っていた。そうした人々を●辻て、飛行慢は撫事コーチン空港1::.

ついた。

空港に出迎えてくれたのはクリアン博士の一 行だった。博士は自分の 自動軍て来ていた。博

士につれられて私はコ ーチン．大学までつれて行かれたo ::rーチンはヤシの林にうまった美しい小

署であった o ::r ー チン大学澤洋科学部の客員研究員の害泊宣1こ案内された。部屋は古いペ，，ド

が1つと机とイス2つの冥にそまつな部屋であった。しかしクリアン博士には、いい部●配与え

ていただいて清難うと礼を言っておいた。

クリアン博士は大学の中では寅f.::.しヽばっていた。学部長であったせいでもあるが、蓄、博士

の前に出ると直立不動の姿勢配とっていた。博士は払が若いせいもあるので可愛がってくれ、g

動車であちこちとつれて行ってくれた。私は博士に、日本製の高級万年筆を 1 本ブレゼントした。

そうすると、博士は日本製の3色ポールペンを見せ、とう かと言った。私は、9それは日本ではオ

モチ，，であると言ってやると笑っていた．

客員宿泊所に 1 人でいるのf;I面白くない。この情泊所は2階にあったが、すぐその下が院生

や大学生の娯楽宣になっていた。娯楽室で1が学生違が 1 m四方の大きな蝙の上で玉はじきをして

遊んでいた。私は土蘊に持って行ったポー ルペンを 1 O 本ほど用意して、その 部屋をこんばんわ

と言 いながら訪ねた。具邦人が急1こおと
｀

ずれたものだから誓ぉどろいて遊びをやめ、私の間1)に

集ってきた。私は1人1人にポー ルベンを渡l,て自己紹介をすると、蓄も自己紹介をしてくれた。

私はそれそれの名前配ノ ー トに書きとめ、麟の特徴を記した•それ配見た学生の 1 人が、これは

なんの意喰かと聞（ので、 ●立派なヒゲ” と書いたのだと言ったら大わらいになった。蓄、B*

のことについて色々と聞いていた。それからは毒映のように破らと葛し合うようになった。

蠣しくなった這は読生のP. S. Jo鴫ヽそれにブーベンドラナーKそれから、貝の研

究をしているというのでクリアン博士が紹介してくれたモ＾メ亨ド・サリー氏などである鵬ジ．
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セフとサリ ー が｀ミドリイガイ がいる所へつれていってやると言って、1•日がかりズニ會9亨ケ

ルというコー チン近くの漁村へ行ったことがある．ここはヤシが見事に茂り、そのヤシ林の中を

運河が流れていて｀実（こいいところであった。しかし澤岸の ミドリイガイは非常に敷が少なかっ

た。それは漬民、が まずしくてiこれらの員 e 貪糧｛ことりつくしていたからである。わずかのミド

リイガイとホトト． ギスガイe 採っただけに終ってしまった。海岸1が還洩の泥の 浜て、泥は有懺質

に富んでいた。ミド•I)イガイは護岸用につくられた石のつみ上げられたところにだIt生息してい

た。

クリアン博士に客員宿所（こ案内されたとき、同時に 1 人の少年を呼んで私Iこ紹介し、 「これ

が君のサー パントだから、ペルを押せばただちにやって（るので、 君の用のあると@'l:tこ のサー

パントを使え」ということだった。私に召伎いがついたのは私の 生まれてはじめての経諭であっ

た。上半身はだかで、農fこドー テイだけ e 巻いたはだしの 1 5オ前擾の少年だつた。クリアン博

士が部凰から去ると、少年は私1こ・「シャツをくれ」と言った。金ったばかりで、はじめて口を開

いて出たのがこの言霊である。多少私もびっくりしたが、私は力亨ターシャツは二枚しか用意し

ていなかったので、やることはで e なか
・
った。しかし、これから何8も私の世語をしてくれるの

だから、何か好意的な回答を用意しなければならない。私はインドでのシャツの値段を想像した。 ，

おそら<300円くらいだろうと。それなら 1 0)いピー tゃればいいと計算して、 「シャツはな

いが、 1 0ルピー やるからシかンを買ってこい」と言って金を渡した。少年，：喜んて部量から出

て行った。次の日の朝少年に会うと、格子じまの入った立派なシ.,.y eちゃんと着ていた．

こ の少年の 月給l:t: 1 5 Iレピーだと院生が教えてくれた0月に1 51レビーとは450円という

ことである。もちろん食事はついているのだろうが、いくらなんでもこれでは生 e ていけまい ロ

少年が多少あわれに思えたが、ィンドではこれが常識なのである。4_50円といえば日本ではウ

ドン 2はい分かコーヒ ー 3 Ifい分の 値段である。彼はその 1 5,レビーでど の ように生e ているの

か不思瓢に思えた。

私はときどきペルを押してその少年を呼んで用を言いつけた。湯をわかしてこい、とか、演；

た＜物を洗た（屋に持っていけ、とか 、という8常的なことである。しか しここで問題があ った。

8本茶が飲みたいので湯をわかせと言いつけても、湯がわくには30分以上もかかるのが瞥過だ

った。私f;t B本：：召使いなどいないし、また日本では召伎いというようなシステムさえも大過去

の ものとなってしまっている。湯がわかしたければ自分で、湯わかし彗の コ亨クをひねればよい。

唐分の菫む湯はも のの 2分もたたないうちにやかん一ばいになっている。インドでは召伎いe 使

うことがで色る。 この気分は貴族的ではなはだ伎う方にとってはいいものである。しかい湯ひ

とつわかすのに30分も
ー

かかり、`”しかも灰まじりの湯が作られてくる 鬱 召使い，，システムは霙 ，2
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便利なようで不便なものなのである。やはりこれは過去のものでしかないようであるo

毎日の聾●の掃除は召使いの少年の仕事ではなかった。掃除人は愛た別の女性がいて、ほう

きをもって毎81回部属をはきにきた。その女性に写真をとってやろうというと、笑いながら部

属e 逃げ出してしまった。こんなことを言われたのは、その女性にとってはじめて だったのであ

ろう。

食事は私はたいがいは街に出てレストランで食事をした。 ＇ しかし、学生食鴬で学生や院生と

ともに食事をとったこともあ る。しかしそれは非常に粗末な ものであ っ た。やわらかいせんぺい

のようなチ，，バテイ数枚とカレ ー じる、パナナが2本とトマトが 1 個ついているだけのものであ

った。チ，，パテイを カレ ー じるにつけて右手だけを使 って食ぺるのである。私は左手も同時に使

ったものだから、蓄ゆかいそうに笑っていた．この食事は学生が一食1 6バイサだと言っていた。

1 6パイサとは日本では5円ということである。学生達も実につつ愛しやかな生活をしているの

である。

私の総料がそのころいくらだっただろうか。だいたい年額、 300万円くらいだったと思9。

それに霙の給料 200 万円を加えると、年額500 万円か、それを下愛わっても 450万円はあ

っただろうと思う。院生逮\J私の給料を閏いた。私の答にびっくりした。それは大統慎の2倍の

給料だとか、クリアン博士の何培の給料になるとか、わいわい言っていた。しかし私1が皆に日本

の物釦事情を説明してやった。コ ー ヒ ー 1杯が日本では1 5 0円はするのだ、もし召使い（女中

さん）をやとうと月 7万円は必要なのだといったことを説明すると、背ある租虞納得はしていた。

し かし、それなら自分は日本の召使いになるよ とじょうだんをいう院生もいた。

院生のサリ ー氏がムラサキイガイの麟がト1）パンドラムfこ行！ナば羨（採集できると言って、私

にトリバンドラム行をすすめた。私は彼に梃ってトリバンドラ．ームにつれて荘ってもらう
＇
ことにし

た。トリバ ンドラムはケララ州の主都である。朝旱くバス景場に行った。パスの前には、日本の

バAと同じように行先が表示されている。しかし8本人が一人で＾ス茄行をするのは不可能に近

い。襄示はマラヤラム題で書かれており、な9こが書いてあるのかさっぱりわからない。サリ ー 氏

に 1 0 0ルピー 渡しておき、いい ようにとりはからってくれと言っておいたoバスは窓ガラスの

ない風過しのよいバスであ った。雨は乾零だったのてほとんど隣ら ないのだが、途中て夕立にあ

った。雨がくると窓の上につけてあるホ0を隣ろす．そして同をしの．ぐのてあった。パスは7時

閏もかかってトリバンドラムに着いた。

サリ ーは 9 泊 1 5 ルピー穫震の安ホテルにつれて行った。しかし、別段ひどい ところ でもな

、（ 、安心して泊れるホテルであった。害を
．
とりたのち、＇が） ー は私に 1 人の人物＂紹介するとい

って 、ト1)バンドラムの衝を散歩がて らに歩いて一軒の家に違れていった。その家は木のはすか
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い格子のあるちょっと変った家だJた。こ：：てモヽヽン•・＇ダスという青年€私1こ紹介した。ダスは

自分の部屋に案内するとともに 父母を紹介した。私は8本式に礼をして自己紹介をした。ダス の

後からの話によると、ダスの父艤は私に非常によい印象e 持ったとのことてあった。それは私が

非常に礼儀正しい人間だとうつったということてあった。ダスの父諷は55オ位の人で、自分の

部屋には新聞をでいねいに、うず高くつみ上げていた。彼はこの新聞を参考として社会的問題に

ついて文筆eと っているとのことであった．ダスの専門はアイソポーダの類の分類てあった。も

っばら大学てはその方面の研究 e していると言っていたが、私はインドのこのまずしい現実の前

て、アイソポーダの分類とはいかにものん気な話てはないかと思えたのてあった。

ダスほど政治の話の好色な人間もいなかった。私に沖縄問題の意見を求め、ペト ナム民族解

放軟繰の意見を求め、また日本の政党の支持について、ソビエ.,トや中国の動色についての意見

c求めた。そのころ、私はソ連や中国の社会主義について豫い疑念 e持ちはじめていた。もしB

本があのような社会主義になるのならば、今の資本主義社会の方がよいと思いさえしていた。ソ

ピエトのは櫨主義的て言●の自由のない社会主義、文化大革命という文化破壕行動をおこしてい

る中国、ともに住みたい国てはなかった。私は、ソビエトも中国もいい国だとは思わない。しか

しペトナム民族解放戦線は支援した いし、沖縄は本来日本の慣土だから米軍基地があるのは望ま

しくない、と言っておいた。私が、ソビエトも中国もけなした のに対し
．

、ダスは大いに不満の ・よ

ぅて～君の意見はあいまいだと言っていた。

夕食 のためどこかて食事をと ら ねば ならなかったが、私はサリーとダスに、この街の最高級

のホテルヘ遍れて行けと言 った．私のわずかな持ち金も、インドては1 0倍の働きをする．私は

そのため、少しづつごう慢になりかけていた。彼らは私 e マスコッいホテルに違れて行った。ち

ようどクリスマスイプのBて、食置ては数組のヨーロ曹パ系の人違が欝かに食事eとっていた。

私どももテーブルにつき、ヨーロビアン・スタイルの食事e とった。しかし、一流ホテルてある

にもかかわらず、ここての洋食はひどくまずかった。しかし料金は安いものて｀50ルビーも支

払わなかっただろう。マスコ曹トホテルから私違の害舎まての帰り道、私はひどい風景 e 目にす

ることになった。長さ2 m高さ1 mほどの屋帳型のものがならんで いた。晴くてよくわからな

かったが、ポー ル紙に黒いタ ー ル e ぬりつけて作ってあるようてあった。入口も出口もふさがれ

ていないただの三角凰根のようなものてある。その中で諷子3人が暮していた。また別のヽJJ量に

は夫蠅2人て缶舌しているものもあり、とても人閏の住み場所とは言えなかっ，た。お腹をすかし

た幼児の泣書声が、どこかのIi、●からもれて来ていた。泣き声てそれはお腹をすかした声てある

ことが直感的にわかった。私は胸たつ皇さだれたような息いがした•私はこの貧困 eどう解決し

てやるわけにもゆかない．ダスは社金主鰈を賛臭するが、大学てアイソポーダの研究tゃりなが
.. 

ら、船とコーヒー e 飲みながら話す社会主義てある．そ してユーゴスヲピアの社会主義はどう
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だの、イクリア共塵党の方向はどうだのといった遷愚を稟しむサロン風社会主鶴である。だがこ

の貧困の現冥をどうするのかと言うと、答はでないのである。

トリパンドラムの海岸はコアバラムピー チといって、すばらしく白い砂浜とヤシの澱が続く

渇蝉であった。日本なら ば、さしずめ白砂青松というところだが、ここでは松の代りにヤシの林

がそれにおきかわる。日本の黒松とインドのココナットッリ ー はどうも同じ生餓的地位を占めて

いるように見かけられた。・海辺では昔日本で見られたと同じような地弓1鯛を引いていた。私違が

過ると漁師違は手•つだってくれと言っていたが、そのまま通りすごした。ここには少しばかりの

岩磯地帯もあって、イガイの類がついている。しかしここも漁師の家族違が多く来て、イガイを

とっていた。だからあまりいい樽本は得られなかった。私遍1;女｀子供違が採った貝を買った。

2屈種度の員を ・ビ
ーで亮ってくれた。

コアパラムピーチにはヒッピーも多くいた。彼逮は漁師の小暴を安（買いこんで生活してい

た。サリーはヒ，，ピーのことを、彼等は動物と同じだと言っていた。ひどくヒ，，ピーを嘔べっし

ていた。しかし私はサリーに、彼等はアメリカの競争社会と文明1こいや気がさして逃けだした者

等なのだと言ってかばってやった。インドはヒ1—ーにとiてのん気で暮し易いに違いない。こ

こには競争もなければ、資本主義的な技術文明の発違もそれほどではない。しかも、アウトサイ

ダーだからインド社会のあれこれといった鯛約，，中に生きる必要はない。ほんの少し．の金があれ

ば、インドで何年間か生色ていくには子自由はない。このインドでのアウトサイダーであるとい

うことが、実は外国人にとっては魅力なのである。弘がインドに来たかったのも、寅はこのと•こ

ろにあるのではなかろうか。私はいつも外国人として扱われ、イン ・`ド社会のどの位●にも■する

ものではない。ここのところが外国人であるということの最高の魅力なのぞはあるまいか。

ダスとサリーがイン＂の冑蟻ケー プコモリンに行.::...うとさそってくれた。ククシ ー はダ．iが

知り合いの運転手を連れて来た。トリバンドラムからコモリン嶋までは｀ひどくたいくつな旅行

であった。同じような風景の中をただひたすらにククシー は走り続けた。昼前1こトリパンドラム

を出て、l!fllこ着いたのは日もとっぶり暮れた8時ごろだった。私違l.tl!flfこある有名な嘲涜に入

れてもらうこと・［こし た。ヒンドウ教の寺読であった。お寺に入るにはドウテイ姿にならねば入れ

なかった。また、皮製品を持ちこむことも撃止された。これは牛と関係があるからだった。ヵメ

ラはケ ー スが皮でできているのでだめであった。そうしたもの金てを入口の受付にあつけ、上半

身はだかでドウテイだけをまいてお寺に入ることになった。ドウテイというのは白いただ 1 枚の

布で、それを震にま色つけるだけのしごく簡皐な雇裏である。ケララ州では、これさえつけてい

れば、他人に対し失礼になることはない。寺院の中は広大な石遠りの回廊が続いていた。その石

遣りの構遣は見事なものであった。回暉の行色ついた最異が療壇1こなっていた•多くの人達がャ

シの寅Iこ花をそえたおそなえものを持っていた。惰がおいのりをしている間、私遍は手のひらに
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ものを受けるかtこちをして、手を前にさしのばさなければならなかった。｀私は多少気味の悪さを 感

じたので、ダスに出ようと言った。ところがダスは、このままでいなければいけないと言うの  

で、仕方なく皆がしているようにしていた。僧が私のひたいに赤いものをぬってくれ た。寺院を

＇出て多少そのあたりを見物し、ククシーでその日のうちにトリパンドラムに帰った。ひたいの赤

い印は、トリバソドラムまでつけたま まであったじククシーの長旅でまったくつかれはててしま

った。

コーチンの街で 私は1人で歩くことはほとんどなかった。かならずサリーかジ日セフがつい

ていてくれ た。でなければ他の人の ＇ときもあった。しかし私もときには1人歩きをしてみた。す

ると全（違った世界がそこに展開されたのである。1人歩色をしていると1人の大学生が私に艶i

しかけできた。そして私を宿舎まで送ってやろうと言う。私は道を知つているからかまわないで

くれと言ったが、大学の宿舎まで自転車を押してついて来た。そして私の部屋に入り、日本に就

職口がないか、また｀インドに進出しでいる日本インド合弁企業に就職の紹介をしてくれないか

などとしつこく私にたのむのだった。私が日本へ帰ったあともこの学生は手紙をよこし、日本で

の就職口をたのんできた。日本は外国人の通常労働を認めていないということを説明しても、な

かなかわかってくれなかった。1人歩きで知ったことはまだあった．。人力車の車夫が私について

くる。私の父親ほどの年令に見えた。そして、ユー テイク リキシャ、アイ アム アング．リ

ー と言うのである：私はおかしなことを言う男だと思った。この男、なにをおこっているのだ

ろうといふかった。しかしそれはアングリ ーではなくハングリーであることに気がついた。その

男はそれだけを言い続けて、200．メ ー トルも私について来るのだった。 「私は空腹だ、人力車

に彙って金を（れ、私はそれで食事をする」という意昧だったのである。私は人力車に景る気は

なかった。 「1ルピーやるけれど私1：：彙らない、それでいいね」と言うと男はうなついてiルピ

ーを受けとり、私からさって行った。また私はコ ー チンの街はずれに一人で行ってみた。ヤシの

林の中に小さい小屋が点在していた。そ んな道を散歩していると、 夕食の支度に金属製の
・

カメに

水をくんで帰 ってくる女姓などがいた。そのうち私はとある小屋の前に出た。1 0オばかりの女

の子が2人いて、そのうちの 1 人が赤ん坊をだいていた。私はその赤ん坊の顔をみた。鵞（ぺ色

ことにしわだらけのおばあさ んのような顔をしていた。手も足も木の枝のように細かった。これ

はすさまじい栄養失調なのである。私はひどいものを見てしまったという恩し：であった。私は2

人の女の子を呼んだ。しかし彼女らは逃けていき、遠いところから私を見つめていた。私は小屋

の前にあったイスの上に5ルピーを置き、 「ミル ク、ミル＇ク」と言ってお金を指さした。その意

味が女の子に通じたかど うかはわからない。しかし、私にはその場ではそうすることしか出来な

かった。

私がはじめてインドヘ旅立ったとき、私の英籍の力はどの糧度のものだっただろうか．だい・バし
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たい今から思うに、英皐籍の力は 2000 鰻糧度のものだったのではないかと思う。これても蓄

撫よりはましなのだが｀中学・高校・大学と進んておいて、英皐語が 2000 というのはひど（

なさけない話であった。大学を出Tから冥麗の鯨彊といった,•ことは少しもしていなかった。強い

で言うなら 、インドヘ旅立つ前に、ム9サキイガイに闘する論文を英話-r 1編だけ書いT いた。

このと色、鶏でものを書（寄りをかなり喩わった が、`これがインド節のとき役立った。料交

て英麗の勉強1:した が、外因人とはほとんど鱈をしたことがなか
よ

った。だから最初の一週間ばか

りは、なかなか口から英謹が出てこなかった。しかし、 一 週間もすると大胆になり、たった2 0 

00の英皐請だったが、てれを遍当に使って自分の言いたいことは言えるようになって来た。最

初のインドの税関ては電子計算器e 持っていないかと聞かれ、それ e ィエスともノ ーとも答えら

れないような状疇だった。ともか（英匿が口 e ついて出ないのである。しかしともか（インドの

友人たちが使っている英霞 eすぐ口まねして私も使った 。学校て讐った英覇ては、tak8とか

g砒と い4た皐謁の意瞭はひ とつだった。しかし、賓際に使う段になってその皐寵が千変万化す

ること e知り、その便利さを知ったものだった。私は旅行をする前に中学生用の辞弓1を1冊買い

それをポ．ケ.,,.にいつも持っていた。しかし、この辞書は皐譴数が少なくて役に立たなかった。

日本に帰った後 ... 英和、和英の両辞典が1冊になっていて皐蒻敷もかなりあるものがあることを

知り、以後の節行にはそもらの方を持ってゆくようにした。

私はクリアン博士1こたのんで、ィンド中央海洋嫌菓研究所を見学させてもらうことにした。

私は名前からして大研究所を想像し、大型水糟やクンクが並んだ設偏を想像した。しかし、ここ

にはモうしたものは全くなく、 1 0宣ぁ愛りの研究室とその部屋fこ 3~4 人のスク＊フがいて書

頸が積まれてあるだlt'C"あった．彼等の主な研究Iょフィー ルドワ ー クであったので、それはあた

り愛えのことであったのかも知れない。しかし、統計研究宣を見学したと色のこ とは最も記憶に

残った。ここは、インド金土て識獨される水産物につ“ての統計を行っているところである。さ

しづめ8本ならば大型コンピュ ー ターがいそがしく働いているところである。しかし、ここには

電子計算器さえもなかった。あったのは手回しの2台の計算器だけであった。 一書類だけは山のよ

うにつみ上げられていたが、よくも手回し計算署だけて19う大な資料分析ができるもの だと驚い

たと同時に気の響に思った。

そうした殷傭の貧弱さはコーチン大学の濤洋科学郎でも同じであった。彼等はなにもない中

て研究しなければならない。しかし、研究と名がつけば、それはどんな研究ても国際的な研究婁

顎の 上につみ上げられ位置づけられてゆ（ものてある。こうした何もなしの中から研究しようと

息ってみても国際的に位置づけられるものが出てこないのは追然である。斃震途上国の霰究者が

いかに知恵 e しぼろうと、先進蒻国との閏！こ愛すます 大量な羞がつくばかりてあることを冥感し

た．
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大 学 教 授 の モ ラ ル

こんなこと で良いのだろうか ？

奥 野 良 之 助

私のいる金沢大学環学部に、数年前、 「低レベル放射能研究算設」という付●研究所ができ

ました。我々の環境にあるごく低いエネルキ ー ．の放射線を研究するところで、原爆実顧や原子力

発電所などによる放射能汚染が問題になって色たので、つくられたものです。そして、長らく低

レペル放射線の研究をされ、日本における櫨鳳者の1人、阪J:.（さかのうえ）正信教覆が所長に

就任されました。私が金沢へ来たころ、まだこの研究施設はできてなかったのですが、阪上教授

は私の本や論文を読まれ、積極的に賛成とまではいかずとも、反対はされず、公害間題にも理解

の凍い先生だと思っていました。

ところがこのほど、通産省資源エネルキ ー庁がスポンサ ー になった、明らかに原子力発電所•

控道のための意見広告に、大きな写真入りで登湯され、先生の学繊からは想像もてきないような

ことを言われているのを見て、びっくりするととも1こ裏切られた気持になりました。

この広告は、 「低レペル放射線って、意外と身近な存在なの'('す」とぃぅ大色な見出しかぐつ

き、NHKの「澱9ゲー ム」の女性軍キャブテン、中EB喜子さんが阪上敏綬．を訪れ、いろJ.ヽろた

ずねるという形をとっています。鯖聞半ページに近い大きなもので、私の見たのは9月1 7日付

朝日覇閏ですが、毎日、読亮といった全国紙、北国新聞のような地方紙にも、もれなく掲載され

たようすです。その影響は相当なもの'('しよぅ゜私が「8本生物学会誌」にその反綸を●ぃてみ

たところで、全会員が読んでくれたとしてもせいせい2 50人、朝Bの1 0 0 0万鼈者には少し
枷

ばかり及びませんが、干星の道も一歩からということもあります。当節、直檀的な効景を期得し

ていては、何をするのもいや（ーなが疇代'('.,.から、そうし9ヽ うことは考えず、とりあえずこの広告

を批判してい（ことにしましょう。・広告は、5つの部分に分れています。それにしたがい、1つ
， う＇ ， 

づつとりあ11ます 鵬

•:e 2 



環境 の なか の 放 射 能を さぐ る

はじめは、 「低レベル放射能研究施設」とそこでの阪上教授の研究内容の 紹介。

「ひと言ていえば、銀河系の星や太陽から地球に降りそそ い ている宇宙線、自然の 中

にもともとある放射性物質、それに人工放射性物質など、私たち の身のまわりにある

いろいろな放射線と放射能について研究しています。」

ここは、阪上教授が丸ヽか にその道の 専門家であり大家であるかを印象づける導入部です。

茄t靭能 で ‘

r &? ，，と 芯 恙・ ⑰ 妥

中田； と？：：：：．をで、、放紺漉と放剰遵招よ違；うも：のiて下が℃

阪:· 船邸；•粒の）に例盆石．如、電球が「放都注物蒙tに当荘か、、光··を出；）本作用が： r

放射能J'、・光ぞのものが：「放射練J, a• いか：：：：とになります。放射1生物質が放射線を出'

す働きを放射能といいます。しかし、近ごろ8本では放射性物質そのものも放射能と

いわれるこ とがありますね。

さ すがはその道の大家、放射性物質と放射線と放射能とがどの ように違うか の説明は、実に

明快です。 このこと自体は単なる科学的説明であって、うん、そうか、と聞いておくしかありま

せん。ただし、ここでことさらこれらの区別をしてみせたのは、実は非常に政治的な含みがある

のです。放射 ｀＇能”を放射 ＂練’'から区別しておき、人工放射能でも自然放射能でも、それが出

す放射線自体は同じだ から、 ＂人工’'だからといって特別視することはない、ともっていこうと

するのです。そうしておいて、次のようにその「怖さ」をうち消します。

中田 放射能ってコワイものなんでしょう。

阪上 むずかしい質問ですね。怖くもないし、怖くもある。ちょうど水や空気と同

じて、量がある限度を越えた場合が問題です。 つまり大洪水や券風となって、人間に

とって危険なものになる。それと同じです。

これは少々、科学者阪上教授としては乱暴すぎる論理ではないてしょうか。 「少量の水は怖

くはないが、大量の水は怖い。」地球の 上で、これ以上はないという大量の水が集まっていると

ころは、 い うまでもなく海です。この 詮理でいけば、海は見ただけでも石と化さねばならぬぼど

怖いはずですが、夏になるとその怖い場所へ、高い金を払ってまで、たくさんの人がおしかける
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のは、どういうわけてしょうか。 太陽が照り、水が薫発し、雨となって山に隠り、•9そこではじめ

て洪水がおこります。洪水は皐なる水の 虹量” てはな（｀太陽エネルギーが水の位置エネルギー

に変わり、それが一気に放出されることによっておこるのです。阪上流の論理ていくと、太陽こ

そ怖さ の元凶になりそう·-rす。水は、いくら渭ぽを越えた量」があっても｀他のエネルギーが

加えられてそれを動かさぬ限り、人間にとって有用なだけで決して害はおよぼしません。

もっとも｀本当の水の「怖さJI2、別のところにあります。それは、版上教授の意見とは正

反対七、水は少なすぎる方が怖いのです。もし 1 年間、日本に雨が一潤も隠らなかったら、その

被害は洪水の比てはないてしょう。•これは、水が人間にとって本来安全な「もの」であり、本来

必要な「も の」であることを示す事実です。

放射性物質の方はどうでしょうか。これがたくさんあると怖いことは｀広島・長崎て証明ず

みです。少しでも、原子力発電所の労働者や放射繍を扱う病院の技師たちが、その怖さを証明し

ました。原子力発電所て大量1こできるプルトニウムにいたっては、耳かき1杯(1 g)て何と1

00万人の人を殺せるだけの毒性があるといわれています。私はそんな恐しいものをさわったこ

とはありませんが、その道の専門霰阪上教授は、当然扱っておられるてしょう。水や空気と同じ

程度の取り扱いをなさっておられるのかどうか、是非おうかがいしたいところ です。放射性物質

が水や空気と違うのは、他からエネルギ ー を与えなくとも、そのもの自身がエネル蛉ー、すなわ

ち放射繍を出し、それが我々生物にとっては致命的にもなりうる麓害｛ガンや遺伝的突然変具i

をひきおこす力を持っているからです。 一 方、かりに自然に存在する放射能が全くなくなってl,

まったとしても、私たちは何も困ることはありません。むしろそれによっておこっているはずの

ガンや遺伝的障害がなくなって、も
・
っと結構なことになります。追化は自然放射能による突然変

鼻によって起こったのだ、それがなくなればこれ以上人間l;t進化しなくなる＼
．
という 、少々うが

紅�ぎた意見もありますが、人間が突然変具して＂1.. などが生まれる．と、ますます世界l:l困

乱しそうですから、もう遣化は止まった方がよいと息われます。超人は、我々凡人をだまし、ま

たヒットラ ー のようなことをやるかも知れませんから。

そのもの自体が人間や生物に悪い影響を及ll"t強力なエネルそーを持ち、な（なっても一向

に困らない放射能と、他からエネル蛉ーが集中的な形て加わらなければ何の害をせず、しかも私

たちにとって生存上必須の水や空気とを、全く同じものと見て、量の大小だけを問題1こする。こ

ういうことは、ふつうの常識人にはできません。すべての質的相具を無視し、しすべてを量的にだ

け比較する、これは近代的な自然科学看の特質の 1 つなのです。

た だし、ここでは阪上教授の近代科学看ぶりに感心しているわけにはい色ません放射能を

＊や空気と同質にしてしまったのは、だから徽量だったら安全だと｀電力会社のチIIウチン持ち

をするためなのですから．
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身の まわり には放射．． 能がいっぱい

中田 じやあ、少しなら大丈夫・・・・・・？

阪上 そう。私た ちが毎日口にしている食べ物や水はもちろん、お茶やコー ヒ ー 、

それにクパコなどにも自然の放射能が含まれていま す。

そして阪上教授はたくさこんの具体例をあげて、人類がいかに多くの ｀’ 自然” 放射能の下にく

らしているかを説明していきます。 「人間の体」 「家の壁、特にコンクリ ー トの建物」 「空気」

「地面」 「トンネルの中」 「飛行機（宇宙線がふえる）」 要するに、 「私たちのまわりで放射

線の出ていないものはないといっていいほどです。

なにしろ「低レベル研究所」の所長が言われることです。きっと本当なのでしょう。私たち

素人はそこでびっくりして、「ほんまに大丈夫なのかな？」と思います。ところが阪上教授は、

こともなげにこう言明されます。

はるか大昔から人類はこんな自然環境の中で誕生し生きてきたのですから、気にして

もしかたありません。

阪上教授は、学者らしく用心して： 「大丈夫」とは言わず、 「気にしてもしかたがない」と

言われます。それは、 「大丈夫」でないことを知っておられるからです。大昔からある自然放射

能のために、これまで多くの人たちがガンにかかり、遺伝的障害を起こして奇形児が生まれたり

しているのです。にもかかわらず、人類や生物が今日まで生きのびてきたのは、その発生率が非

常に低かったた めにすぎません。生物や人類の持つ強大な再生産能力がその損失をおぎなってき

たわけです。たしかに、 「人類全体」から見れば、とるに足りぬことかも知れません。しかし、

ガンになった人、遺伝的障害を起こした人にとってみれば、そうは言ってられません。とでも

「気にしてもしかたがない」ですまされない問題です。もちろん、自然放射能を全部とり除くこ

とは望むぺくもないことですから、私たちが自分の生き方として、 「気にしない。空から星が落

ちてきて当ることだってある のだから」と考えることはできます。

しかし、国民の税金をたくさん使い、研究所まで建ててもらった阪上教授としては、その自

然放射能が人類にどの程度の被害を与えているのかを具体的に明らかにし、これ以上被害を大き

くしないよう、警告を発するのが義務ではないでしょうか。そうではなしに、人類は大昔から自
然放射能の下で大過なく暮してきたのだから「気にしない」と、自然放射能とともにそれによる
被害者を切って捨てたのでは、私たち国民・はいったい何のために・「低レペル研究所」など建←て
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高額の研究費を毎年支払っている，，か、わからなくなります。

次に教授は「人工」放射能にふれます。

しかし、現代入はこれら自然放射繍以外に、人工放射織とよばれる放射線を受けてい

ます。よく知られているレントゲン撮影の他に、テレビなど からも放射縁を受けてい

ます。

これておし2いてす。自然放射能については「気にし ない」と言い切ら れた教授/;I:、人工放

m名については、それを．どう考えたらいいの。＼ 一 切言われません。私たちがさまざまな人工放

射織を、しかも相当多量I：：：浴びているのは事冥てす。ただ、 「気にせずともよい」 「大丈夫だJ

と言い切れる学者は、おそら くいないでしょう。だから、テレビは なるべ＜離れて見よう、とか、

むやみにレントゲン盪影はするなとか、言われるようになったの です。研究に使うラジオアイソ

トーブ（放射性間位元素｝の取り撮いも、初めは随分いいかげんで、白血球が減少した研究者が

醗した1)1.,fl,た。いまては取 り扱い綱定が厳重に定められ、それ専用 の研究宣9こ責格を持っ

た人がいなければ伎えないことにな っ てい2す。こ，，ように、人工放射能は明らかに多くの障害

をひきおこしてい2す。阪上教授がそれを知らぬはずはありません。だから「気にするな」とは

言えなかった，，です。そして、全くそれにはふれないという方法をとりました。もっとはっ色り

言え ば、ウソはついていないけれと「隠した」のてす。なせ「麗した」のでしょうか。それは次

の節を見る とわかります。

人 工 放射 縁 と 自 然・放射 縁 は 同 じ

金文引用してお e ましょう。

中田 人工放射繍と自然放射繍とは別のものな のですか。いつも話題になる のは原

子力発電所からの放射織のよう
9
ですが．

阪上 変わりませんね。人工とか自然とかが問題な のてはなく、凄は放射縁の可t'’

が問題なのてす。遭かに原子炉の中には慎重な取り扱いが凄求される比較的レベルの

高い放射性物質が残り2すが、それは 一般の人から隔鼈された状饉て、安全に処瑾・

処分する ため努力がなされています。

原子力覺田恥ら出る放射織1よ厳しく管理されており、平常峙，，徽値1がこくか、ょ

く見かける却學＜次ベージ＞をご覧になればおわかりいただけるでしょう•原モカ

m所心mm で，，繍量自疇は一年間吐ミリレムとな っ てい2すが、この値は
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廣レントゲン撮影一回分のおよそ 1/20"("す。しかも、実績饉はこの縁量目標値

をはるかに下回っています。

いくつも問題のあ るところです。順を追って批判していきましょう。

まず初めは、人工放射 ・繍＂ と自体放射 °繍鵡 は同じか、という質問を出させ、同じだと答

えている点です。この限りではまちがいはありません。しかし、もし中
・
田喜子さんが、人工放射

性 ⇒創賣＇ と自然放射性→糖質” は同じか、と質問すれば、阪上教授は箸こ困ったことでしょう。

それは決して同じて1がなく、そこに原子力発電の恐しさの 1 つが存在しているか らです。ここで、

前に放射性物質、放射能、放射繍を屯学的” に区9lJuておいたことが生きてくるのです。

大昔から生きてきた生物や人間は、自然放射性物質、たとえばラジウムやウラニウムなどは

体内にとりこまないようにしてきました．というよりも、もしそんなものをとりこみ、体をつく

る材料のひとつにした生物がいたとしても、すべで放射繍の内部破ばくを受けで死減してしまい

現在まて残ってこなかったのです。それが出す放射縁がたとえ低レペルのものであ っ ても、体の

中で加的に、四六時中浴び続け'(" Iがたまりません。外部から来る放射繊であれば逃げること も

できますが、体の中に持っていては逃げようがないわけです。その上、放射繍の強さは発生漂か

らの距疇の 2 景に反比例して減っていe ます。逆にいうと、距鼈が 1 /2 になると 4 倍、 1 / 1

0にな・ると 1 0 0倍、 1/100 になると、寅に1 万倍の強さになるということです。体内破ば

くというものがヽ体外被ばくに比べていかに恐しいかがわかるでしょう。

人閏がつくり出した人工放射性物質ば、いままで自然にはなかったもので、だから生物は知
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らないのてす。人間は、躙ては知ってい愛すが、体は知り2せん。生物が昔から、 9自分の体をつ

くる材料として使っていた物質に｀ある日突然放射性を持ったものが現ゎれたとしたらどうなる

てしょうか。

そういった物質のびとつにヨウ素があり2す。私たちの体の成長をつかさどっている甲状膿 ＇

にはどうしてもヨウ素が必賽てあり、自然界にそれほどたくさんはないヨウ素を、とりこんだら・

出さずにためこむという性質を、生物は持っTい乞す。これが生物的濃繍といわれている現象て

す。アメ1)力が核冥職いゃった時、アメリカ原子力委員会は放郎生ヨウ素がどの位生物によって

濃編されるかという〒ー タをとり愛した。秘密にされていたのてすが、アメリカ原子力委員会の

元職員てあった市JII定夫氏（塙玉大学）はその檜脹を利用してこっそり見てこられ2した。空気

中にばら愛かれた放射性ヨウ素は植物の体内て、冥に200万倍からt O O 0万倍Iこ濃縮される

そうてす。250万倍～400万倍という〒ータもあり乞す。日本政府の認めた数字ても、撞物

て260万倍、牛乳て62万倍てオ。

ところて、阪上教授は r原子力発電所の藪地境界て年間5ミリレム、レントゲン撮影のたっ

た1/20だ」と、その安全性を、愛るて電力会社の広帽職員のように述ぺてい愛す。その数字

目体は正珊なのてしょう。しかし、ここても阪上教授は、原発が平常運転している時．ても放射性

をおびたさまざまな物質（その大半はクリプトンやキセノンといった希ガス）を絶えず出し、そ

の中に放射性ヨウ素が微量ながら含まれているという事実 e 麗し ているのてす。

四国の伊方町という所て、原発建殷の羞し止めをめぐって、 1 O 数年にわたって載判が続い

ています。先の市川氏や大阪大学の久米三匹郎氏が愚載苦闘されTいるのてすが、その載いの中

て、乎か墨転しTいる原発から出る放酎性ガスの
・
うも、およそ1万分の1が放射性ヨウ素てある

という事実を、政府からひき出し愛した。その放討性ヨウ素は、ごく微量とはいえ、数百万倍 も

生物によって濃躙されるのてす。現に、福島原発の近くてホウレンソウ、ダイコン、乳牛に、浜

岡原発てはお茶に、そして敦賀ては野軍の中から、ー放射性．ヨウ素が発見されてい乞す。

人工ても自然ても、放射 ＂線＂ は同じてすが、放射性叫9質 “ は、少なくとも孜々生物にと

っては全く違い2す。それを阪上教授は知らぬはずはなく、2た知っているからこそわざわざ線

と能と物質を区別して、線だけをとりあけ、そして人工と自然の区別てはなく、「量Jが問題な

のだとすりかえてし乞うのてす。

低レベル放射能の方は、微量だから気にせずともよい、と切って捨てた阪上敬授も、原子炉

の中てさかんに核分裂をおこ ．
し 、死の灰を大量につくり出している高レベル放射能の方は、そう

はいかないてしょう。これも愛た安金たとする•手品＂ は何てl,.tうか。 「それは一般人から

一された状襲て、安全に処理・処分するため努力がなされTい乞す。J これておし愛いてす・

•
これ が「安金に処覆•処分」マて書ておらず、てきそうもないということは、い奮や周知の事
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冥といっても言いすぎではないでしょう。1 0 0万＊ロワ....トの原子炉の中ては、広島型原子爆

弾1発分が8時間で燃えます。183発分、1年て何と1 0 0 0発分。それだけ分の死の灰がた

査るわけてす。その上、原爆ては出来なかったブルトニウムも｀、原発ては出来ます。これは、核

分裂巳おこさないのて原爆にはいれてない・ウヲニウム238を、原発では・いれてあるのて、こ れ

がブルトニウムになってしまうのてす。例の真かき1杯て1 0 D万人を殺せるという物質て、こ

れが1年間に、300キログラム出来ます。これ巳、何も動かさず、そっと密封l,てお くくらい

なら、まだもれないかも知れません。ても、原子炉の中は圧力1 5 0気圧(1 5 0 0メ ー トルの

深海の水圧と同じてす） 呵、そJ.,て350度のお湯が秒速5メー トルくらいのスピードで流れてい

•ます。流すためにはポンブが必凄で、ポンブには軸受けがあって、ホがもるのはさけられません。

そして、最高の材料と最高の技術を手ぬきせずに使ったとしても、いつかは老化し、密封などて

e たものてはないてしょう。おまけに、敦賀原電が見事に証明してくれたように、人間の手ぬ色

が加わります。これも、利潤をあげることが至上命令てある資本主饒社会ては、不可避なことと

言えるてしょう。さいごに、ス1) ー マイル島のような大事故が起こる可能性がありますりかつて

は炉心の損傷までいく事故などほとんど起こらないとされていたのですが、最近のデ ー ク-(" 1i案

外よく起こりそうだということになってきました。たとえば、アメリカの70基の原発て、 20

年から60年に1回くらい起こるとされています。このことは、また後でふれます。

何とか使い切ったのこり、つまう使用ずみ核熾料の処理・処分が、また簡皐にはいきません。

何しろ大量のブルトニウムなのですかち。これ巳胃処哩してまた燃料に使おうというのがしいわ

ゆる増殖炉ですが、再処理過程とともにあまりにも危険が多すぎます。ウランを伎う現在の原発

ですら危ないのでずから。同時に出る低レベル胴畢物の処糧も、剛太平洋へ沈め よ ，うとして、ミ

クロネシアの住民にしかられました。私がかつて「国立公害研究所」巳たずねた時（本誌第8号

参照）、向うの中位にえらい人に、これからの最大 の公害は原子力発電だと思うが、 可墨立“ 公

害として何か調査しているのか、とたずねたところ、その中位にえらい人は、詞査するま

でもなく、原発は廃棄物の処糧ていきつまるにちがいない、と答えました。 「それやったら、国l

立公害研究所の名前でそう言わんとあかんやんけ」と 言ってe たのですが、残念ながらまだ公式

声命は出ていないようてす。

・．阪上教授はおそらく、 「そういう問題がすべて解決した、とは私は言ってない」と言われる

ことでしょう。確かに先生は、 「処糧・処分するため努力がなされています」としか言われてい

ません。私も峙々使いますが、．こ れが学者のずるい手なのです。きちんと、正櫨fこ饒めば、努力
中なのてすからまだ「安全」てはないのです。すでに安金なのなら努力はいらないか らです。現 

在はどの釦賢安金もしくは危険なのか、いつごろになれば絶対安全になるのか、あるいは努力1:

統けたら本当fこ安全1こなる可能性があるの
ー
か．こういった私たちの疑問にこそ、専門富阪上敏授

Iれ答えるべきだと息うのですが．
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こうして、尻尾をつかまれぬ用心をしつつ、．いかにも現在すでに安全てあるがのように思わ

せておいて、すぐ、 「原発の放射線はレントゲン撮影のたった1 /2 0」と、それが全くとるに

足りぬ微量であるかの如く続けます。 「原発を怖い怖いと言うが、だれも怖がらず受けているレ

ン1、ゲンの方がよっぼどすごいのてすよ」というわけです。電力会社がよく言うセリフです。

でも、ここにも隠された問題があるのです。私は1 0年ほど前、胃カイヨウに悩まされまし

た。度々透視を受けて、それこそ原発数十個分の放射線を浴びました。ただしそれは、私自身 が

決めたこと です。放射線を浴びるとガンになる可能性はある が、それよりも当面胃カイヨウを治

さなければ死んでしまう・。だから透視を受けました。手術してからは一度も透視は受けていませ

ん。これも自分で決めた ことです。原子力発 電所からもれる放射線は少ないかも知れません。で

もそ．／田、産然放釘能に上賽るされて，J、紀にと℃て悪心・と·{”つ・ても．良いことはおり．迂モふ

電気吏忍た．．加亡滋潰池で也·かた—
9 くな生活をすなた．如c.1は、岱没·O念滴：｛ほ堺弓·ん禽菱、、込1心乞人蕊

た＆．，かにいなでし、よ・ 労cぞ:�t.....、うJ知出亨釦まと多·«、、じ必·もぞ加：‘‘が入赴、毎分〇家力滋沢くに

ほ原発．をつくく士てほ·じ，＜くな：恥と考え石人が多Uヽそ: 75-C打ね�何：の，．；こどはtないヽ受1浬伽こ：·ヽ．破雹

l呻心こ、、という明浅さまな工．::t;,(,ズ 上ですo原発i$射練をこ：れ以上浴び•た＜くない·,•い思記，ぷm駆

る人にも無理に浴．びせでじまいます。，レン9 トゲン撮粥の・場合のよよう］にー 、本人の意志のはt辺ふ余地··

がな＼ヽのです。

放 射 線 の 人 体 へ の 影 響

最後の節で阪上教授は、やはり巧みに言葉を使いな がら 、低レペル放射線は大して人体に影

響しないこ とを説いていきます。引用を続けましょう。

中田 ところで、放射線を浴びるとガンになるとか聞きますが、どうなのですか。 ．

阪上 それはちょっと極端な例で、多量の放射線を浴びた場合、その可能性が出て

くるということてす。高レベルの放射線が生物にどう作用するかの研究はかなり進ん

でいて、動物実験等てはガン発生率が高いという結果が確かに得られてはいます。し

かし、私 たちがここで研究をつづけているのは低レペル放射能なのです。この低レぺ

ルの分野はまだまだ研究•実験の余地がありますね。地道に研究92つづげられていま

すが、 一 朝ータに究明はできません。．

ちょっとしぶしぶといった感じですが、阪上教授は高レペル放射線によるガン発生は認めま

す。これは認めない わけにはいかないでしょう。広島・長崎・多くの核実験において 、たくさん

の人々が身をもって証明し、さらに証明しつつある事実なのですから。教授の専門領域である低
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レベル放射繊 の場合は、敦授によると、ガンの発生が増えるかどうか、まだ研究不足でわから な

い、ということのようです。本当はやはり増えるのです が、もし教授の言うとおりだとしても、

そこから出でくる結論は、 「だから皆さん｀たとえ伍レペルとし．ヽ っ てもなるぺ（放射繰には当ら

ないようにしましょう。研究が進めば有害だという結果が出るかも知れないのですから」となる

はずです。ところが、阪J:.教授IJ次のように、その結論．e うすめてしまいます。

けれども、世界的には放射縁量が十数倍も具なる地域が現存するにもかかわらず、こ

れらの蝠域間で放射繊に よる疫学的な羞具は今のところ見受けられま せんので、学問

的には低レペル放討繍の影響はあるかもしれないとされているにし ても、実際的には

問題にならぬほど嘔微であると考えられます。

お産の前に、正常な分べんがてきるかどうか、骨盤の大色さを計るため のレントゲン撮影が

はや｀ったことがあります。 1958 年にイか）スのアリス・ステュアー トという女医が、この検

査を受けた母諷から生まれた子供は、幼児性白血綱になる宰が高い
．

という結果を発表し ま した。

いろいろと反諭が出たりしたのですが、 1962 年に、アメリカのマクマコンが買t::.70 万絨の

母子を調査して、その影響を確定しました。妊鱗中に1回でもそのレントゲン検査を受けた 人の

子供は明らかに、 1 回も受けなかった人の子供よりも発病寧が高か っ たのです。 2 回受けた人は

1 回の人の2 倍、 3 回受けると 3 倍に増えるということもわかりました。 （市川定夫氏の講濱か

ら）

こういう例があるので（他にもいろいろあ りますが）、阪J:.教授は「学問的には影響はある

かもしれないとされているにしても」と非常に苦しい言いまわしをされたあけく、 「実際的には

問題にならぬほど軽微だ」と、とうと＇う「学間」を捨てて「寅際」についてしまいました。 「学

者」が学問を檜てては困ります。もっとも、学者というものは、学問の中に閉じこもっているか

らこそ、いいかげんなことを言っていても命扉を保てるのであ っ て、実際の場にはいれば、そう

は簡皐．f::.い e ません。

「問題にならぬほど軽微」というのはどういうこ とでしょうか？ 今、8本全国で交過事故

の死者数はほ1量1万人で、大変問題になっています。これが千人、あるいは百人に減ったとすれ

ば、 「問題にならぬほど軽微Jとなるのでしょうか。国全体から見れば遭かにそうかも知れませ

ん。しか し、たとえ千人でも百人でも、あるいは1人でも、その当人にと
・

ってみれば金て e 否定

されたことになるのです。低レベル放射繍によって毎年1万人の人がガンにかかると、これは

「問題になる租度」であり、干入であれば「問題にならぬほど軽微」である。•あれほど敷量的表

現の好e な近代科学書阪上教授なら、せめてこういう数字をあげて論じてもら わなければ困りま

す。あとでもふれるつもりですが、年間の放射纏許容量 500 ミリレムによ っ て、 8 本"('1 万人

ガンが増えるというデー タもありま す。原発填界地の目標値 5 ミリレムでも、 1 0 0 人（らいは

4 9'1 



ガン患者が増えるという推定値ものります
，

．いっこい阪上教授は、何人<'らいまてなら「問題に

しない」のてしょうか。ー「学問上J9 の話ならこれごもかまわないのてすが｀ 「実際上」になると

これては通りません。 「軽微」ても、何人もの人が死ぬのてすから。

中田 てもやはり、この量なら安全！という答みたいなものがないと不安l;t残りま

すね。

さすがは「連想ゲームのキャプテン」、いいところをつきます。 1 人もガンにかからない「安全

量」をたずねます。ところがそれに対する阪上教授の答は、不真面目極まるものです。

阪上 いや、その点に関しては、世界中の放射繍関係の学者が集まって、人類が 放

射繍によって害を受けないように検討している委員会（国際放射麟防霞委員会 I C 

RP)の勧告が以前に出されていまして、 一 般の人についてこれならまず人体に影響

がない。身体的にも遺伝的にも障害がとくにない繍量を年間五 00 ミリレムとしてい

ます。現在は日本でもこの勧告に沿って｀ 一 般の人が一 年間に受ける放討繰の許容値

は 5 0 0'- リレムと定められています。

先ほども申しましたが、日本の原子力発電所はさらに厳しく、原子力委員会の指針に

沿ってその1 /1 0 0の5ミI)レムを敷地境界ての繍量目標値として運転されていま

す。

中田喜子さんが聞いたのは「安全量」てした。つまり、これ以下ならガンは発生しない、という

量です。ところが、阪上教授が答えているのは「許容量」です。両者は全く違う纏念です'ii 「襖

害はおきるのだけれど，2ぁこれくらいなら、それによって得られる利益と比べて、我慢しよう

てはないか」というのが許容量なのてす。だから阪上教授は、 「これならまず人体に影響がなしく」

「陣害がとくにない」と、極めて微妙な言いまわしをされます。 「これ以下なら絶対安全だ」と
． ． ．  

は絶対1こ言われないのです。そしてその許容量，すら、自身の研究、あるいは他人の研究てもいい

のてすが、研究て得られたいかなる根拠にもと...,くものかについても、口をつぐみます。そして

出してくるのは、 「世界中の学看が集まった」「国際放射繰防霞委員会」の ＂ 勧告口 という ＂糧

威＂ です。これも学者のよく伎う手で、自信のない時やごまかす時に好んて用います。いかにも

櫓威あり気てすが、世界中の ＂阪上敦捩＇ が集ま
・っただけのことてあり｀ 「 500 ミリレム以下

だったら絶対に障害は出ない」と言い切れるだけのデータを持った人が 1 人もいなければ、何百·

人集めたところて同じ•ことなf/')てす。

さて、この権威ある委員会が、 一 般人の許容量年閏5 0 0ミリレム以下と決めたのは1 9-5 

8 年のことてした。そf/') 4 年前は、 1 5 0 0 ミリレムと ・決め＂ ています．放射繍を扱う．職業人
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の年間許容量は別になっていて、 195a年5レム (1 レム：：：：： 1 0 0 0 ミリレム）、 1954 年

1 5 レム、 1 9 4 8 年 25 レム、 1 9 3 6 年50レム、 1 9 3 1 年 73レムと決められていまし

た。いずれも、その当時の世界の最高櫓威が集まって決めたものてす。学問が進むにつれてより

·詳し・くわかるようになり、次綱に許容基準がきびしくなってきたのは良い事だ、と自画自賛する

のも結構てすが、わずかな年数のうちに余りにも変りすぎるという見方もてきます。これでは世

界の櫓威もあまり信用がおけないようです。もっと研究が遣めば、当然もっと切り下げなくてIi

ならなくなるはずですから。 1 9 3 1 年といえば今から50年前、私の生まれた年てす。そのと

き、 「世界の櫓威」を僭じて さ 年間73レム(= 7 3 0 0 0 ミリレム）の霰ばくを安心して受け

た人は、今ごろどうしているでしょうか。夢々櫓威などは信用しないことです。

·1·975 年tへ原子力発電所の安全性1：：ついて、多くのデ ータを分析した上で出された「ラ

スム曹セン報告」なる文書があります。これは大変→＇威＇＇ あるもので、撞進派は常にこれを援

用してきました。この帳告の中に、スリ ー マィル島で起こったような、炉心が溶融するような大

事故（当然放射性物質が大量に出て11!'ます）につながるような事故が起こる可能性は、2万炉年

{1 つの原子炉当りの年数。 2つ原子炉があれば 9 万年となる）に 1 回くらいしか起こらない、

と書かれています。ところが最近、アメリカの「原子力規制委員会 H R C.」は、この報告に便

われたデー クを再検討するとともに、新しく 1 9 6 9年から 1 9 7 9年までの 1 1 年間にわたる

事故記録を鴫べました。その結果、この間にアメリカで起こった「炉心の損傷につながる恐れの

，，，，る事故」は実に 169件にも違し、 1 7 0 0~4500炉年に 1 回おこ ると訂正されました。

アメリカには 70基の 原発があり、＇何と20~60年に 1 回の割合で、炉心のとける事故が発生

する恐れがあるわけです。 （この9年2 1 日付、朝 8 新聞による�)ラスム曹セン報告の ＂権戯謁

も、わずか 1 0年足らずてこのとおり 1 / 1 0に切り下げられてしまいました。

もう 1 つ、阪上教授が隠している事実があります。滸容量には実は2つあるのです。教投は

し11!'りに、 「一般の人について」とか「一般の人が」とか言われます。年間500 ミリレムという

のは「一般の人」用の許容量であって、放射線を扱う職菓人、つまり原発労働者に対しては、別

の許容量が決められています。それは、 3 ヶ月に3000 ミリレム、年間 5000 :i!. 1)レムとい

う数字です。原発労働者がとくに放射纏／：：強いというわけではなし、それによっで金をかせぐ人

I？少し多めの放射繍も孜慢してもらおうという喧由からです。本当は、年間 500 ミルムにお

さえられたら仕事（こならないからです。寅際には年間5000 ミリレムでもたちまも限界に運し、

そこで次ぎ次ぎ
ー

と斬しい人を設入していきます。だから原発で働く人の多くは下請けの労働零な

のです。阪上教授は「 8本の原子力発電所はさらに厳しく……••そのt /1 0 0の 5 ミリレム

＂k蟷墳界 での目匹（こし」しかも実際には「それをはるかに下回っている」と＂らし気に書か

れています。ところが、 「歎増境界」を一歩はいると、そこは 3 ヶ月に3000 ミリレムとし：う
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r許容量」が支配する領域なのです•もっとも、そこでも1 /1 0 0にお、さえられ>("いるかも知

れません。実饒1よどうなのでしょうか。

ここに、9月1 1日付朝日新聞の、 「厚発並業員の霰ば（繰量ーーいせん高い 『下請け” j,

という記事があります。これは、この「広告」のスポンサー、通産省資源エネルギー庁がまとめ

た資料•の報告であり、その中の数字は低（した可能性はあっても高（したことはないはずです。

下に引用してお色ます。なお、1レムは1 0 0 0ミリレム．です。

通産省資源エネルギー 庁は98` 5 6年度の原子力発電所の従業員らの破ばくと、放

射性廃棄物管理状況をまとめた。それによると、原子炉に関係する作稟従事者(4万

532人）の年間平均破ばく繰量は、電力会社社員 o. 1 9レム、下讀け作業員 o.

33レム。いずれも許容量{3か月3レム）を下回ったが、下請け作業員が社員をは

るかに上回って被ばくするというここ4、5年の傾向に依然、変化はなかった。

年間被ばく織量を発電所別にみると、東京電力橿島鯖ー (1 ~6 号機）が平均 o.

63 i.:.ムと飛び抜19て高く、次いで関西電力大飯 (0. 3 5 レム）、同高浜、原電敦

賓(0. 3 2 レム）の順。とくに福島第一が高いのは1号機の弁取り換えなど格納容

器内の作業が多かったため、という。

個人被ば（では昨年1 O月から1 1月へかけて、原電東海で燃料収絣9量の修理作彙

をしていた下町1作業員が許容繰量（皮膚の場合は3か月でBレム）の2倍以上の 1

8. 6 7 レムの皮膚被ば（をしたのが最高。ほかには許容繍量を越える襖ばくはなか

ったが、暢島鯖ーで2 3..A,、九州電力玄海で1人の下請け作業員が年間3レムを越え

ていた。

許容量なるものが、いかなる吋艮拠＂ で決められているか、これでおわかりでしょう。放討

線による破害（ガンや遺伝的履害）に安全な量はないといわれています。高レベルなら高寧に発

生し、低レベルなら岱率に発生するのです。 ｀一般の人” の可容量瓢 500ミリレムでのガソ

発生率は1万分の1 (t億人で1万人）、遺伝的障害は5千分の1 （同2万人）という資料があ

ります。発生寧は放射糠の強さに比例しますから、5ミi)レムでも1億人中1 0 0人（ガン）、

200人渾伝的障害）に発生する可能性があるのです。霰害を0にするには放射縁を0にする

叫1こ道はありません。自然放射能があるから少しくらい人工放射能を加えそもかまわなし：、の

ではなく、これ以上破害を大きくしないために人工放射能は絶対に加えてはならないのです。

それにしても、原子力発電所という•ものは、田會につくって田舎の人．を羞別し、 一般の人と

原発従婁員を許容量で差別し、梃集員つ中で社員と下請け作集員を差別する、まさに徽底した差

別体果なのですね。

阪上教授 r�、次の言藁でこの「広告」をしめ（くります“
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原子力の利用が爆弾から開発 されたということは確かに不幸なことですね。でも、平

和利用でありさえすれば、原子力発電のようにエネルギ ー 問題解決への大きな糸0と

なり、びい ては人類の文化発展のためのかけがえ のない存在にもなります。ですから、

これからも科学として原子力を研究し、安全性向上に努力しつつ、私たちの暮らしに

役立てて いくことが大切です。

原爆はいけない（当然ですが）が平和利用＝原子力発電は良い。果してそうでしょうか。1

00万キロワットの原発．では、すて（こふれたように、広島型原爆1 0 O O個分を1年で燃やし ま

す。速く燃やすかゆっくり燃やすかだけの違いで、原理は全く同ーです。死の灰に加えて猛毒の

ブルトニウムが300キログラムも出ます。これら の放射性廃棄物の中には寿命が数万年におよ

ぶものがあり、そ の間放射線を出しつづけ ます。短期間に人を害するか、長期間にわたってじわ

じわと人を害し続けるか、原爆と原発のちがいはそれだけです。阪上教授は、平和利用の原発は

安全だと言いながら、東京や大阪につくろうとは提案されません。ーそれは 、 阪上教授自身、危険

だと思っておられるからにちがいありません。田舎なら、人口密度が低いから、 「被害は問題に

ならぬくらい軽微」である。これは典型的な差別思想です。

現在日本ては、電気は余り気味のようです。8月、高校野球がはじまって、多くの家庭でク

ー ラ ー とテレビを同時につけると、足りなくなるそうですが、ただそれ だけのために、田舎の人

を危険にまきこみ、原発労働者に大量の被ばくをさせてもよいものでしょうか。発展させるべき

「文化jというのは、クーラーとテレビではなく、もっと高尚な
•

ものだと私は思うのですが。

研究には金が かかります。たくさん金を出してくれるところは、文部省、通産省、あるいは

大企業です。金をもらえばチョウチンの1つも持たねばならぬことは、資本主義社会の宿命かも

知れません。ても、事実と真理に忠実であるというのが、学者の最低のモラルなのてはないてし

ようか。阪上教授が、自分の研究の資料をすぺて出し、自己の信念として、 「原発は安全である」

と主張されたのなら、私はその意見を謙虚に聞きたいと思います。しかし、都合の悪い 資料はす

べて隠し、それでも無理なら「まだ究明できていないが問題に ならぬほど軽微である」といった

嗣皇の飛躍をしたり、 「安全性」を聞かれて「許容量｝＜りかえることなどは、この最低のモラ
I':. 

ルさえ破られていると、私は思います。

私は生態学を専攻し、放射能については素人です。いくつもまちがっているところがあると

思います。指適していただければ、ぃつでも訂正します
，

阪上教授の「反論」を期待します。
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く 書 評 ＞ ．

伊沢 絋正 著 rニホンザルの生懲一一・豪冒の白山f'こ野生e 問う —― 」

どうぶつ社 1 9 82年、 1 8 0 0 円

高名なる今西鯖町博士が｀囀名なる伊谷純一 員潤士（当時は院生）をしたがえて、九州は誓

伊直戸へ半野生島の調査におもむいたのは、敗載の混乱まださめや らぬ昭和 20年代前半のことで

あった。島の群れ e ●事していた伊谷氏の目に、ある日ふと、魔ならぬ膿の 一 騨がとまった。伊

谷氏とニホンザルとの運命的な出合いであり、ここから日本が世界fこ静る霊長諷学、すなわちサ

ル学が出発する。

伊谷氏は、い（人かの仲間と霞らって、大分県の高嶋山に住むニホンザルの 一騨 e研究しl;i

じめる。後にジュピターと名づけられたこの群れのポスザルは、ひきしまった体、飯い目、 ＇ 糟力·

ンな躙It-持った、気性の激しいサルで、後々までポスザルの異製と見なされた。ちょうと学生に

なり立てだった私など、これこそ新しい生態学の研究だと思い、大きな影響を受けたものである。9

3 0年縫った今でもそう思っているものだから、時々近代的生態学看におこられる。伊谷氏ばそ

の研究を本にまとめる。 「8本動物記」錆2巻「高崎山のサル」 （光文社、昭和29年：この本

は後に「講談社学術文庫」の 1 冊として膏版されているので、手に入りやすくなった。新たに書

き加えられた「あとがき」が減法面白く、 一読の饂
．
値はある。）がそれである。ザルの本はその

後たくさん出ている。それそれ興味凜いが、面白さという点ではこの本の右に出るもの はない。

それは、まだ餌付けされず、山の中を神出鬼没、いや櫨出肇没するサルの群れe 、双膿鐵と野帳

と鉛筆と、あとは自前の2本の足だけをたよりに、追いか1れまわした記鐵だからである。

この本の後半は、しかし、餌付けされたこの騨れの社会構造を、儘体鐵別した精密な資料e

もとに分析したものであり、それはそれて面白いが、前半に（らべるとやはり追力に欠Itている。

しかしながら、その後のサル学発農の基讐となったのは、冥はこの後半の部分であった。ニホン

ザル社会論の原典と言ってもよいだろう。ニホンザル社会には、ポス
＇

（リ ー ダ ー）がいて、鰤れ

を貌亭し、メス e 独占する。ポスのいる群れの中心郭に入れるのは、メスと子供だけであり、オ

スは若看9こなるとすべて尊れの周辺部に遍いやられ、そこで［見脹り」の役をおおせつかる。も

っと成長したオスは、たえず中心郎へはいろうとすきe うかがっているが、見つかればたちまも·

ポスに遍いはらわれる。少しは中い郎に出入りe 許されるようiこなったオスも い て、ポス見詈い

（サブリ ー ダ ー）とよばれる。次のポスの績禰看というわけである疇 騨れの、＊スが老令化し続

亭力が低下すれば、いつかはこれらのサルがポスに出世するのであろう．

＂ヽ9'ヽ·



伊谷氏がこの本で描いたニホンザルの社会構造は、同じ本に載せられている次の図（サル社

会の同心円構造） とともに、中学・高校の教科書にのるほど一般化していった。大げさにいえば

日本人の常識にまでなった。またこの研究は世界的にも認められ、 一 時日本のサル学は世界をリ

ードした。今西博士は、サル学者の群れの ＂ ポス ’'として君臨したのである。

このサル学の成果なるものは、心なき、たくらみある、人たちによって利用されたこともあ

る。サJレにもポスがいて威張っている。サルの子孫である人間に、えらい人とあかん人がいるの

は当然ではないか。つまり、人間社会の階級性の原点をサルにまてもっていって、合理化しよう

．／�}7/貪
・←ナ・メス(60E9＼ムス. ..l ヵ ・ ンボ

・

ス(6�
＼ 

ヽ，、＿＿ジ1
、ク

、9 . , ( 

第四九図 群れの社会構造 （ぼ叫艮5月馘在の石鴫
．山の"‘“における`"'•· A一欝れの巾心鶴、B一蔚ヽL の属 '

．．縁鶴．）

というわけてらる。こういう出屯な議論しかできない相手に、現象的な類似性と本質的な類似性、

すなわち、相似と相同の区別といった高尚な反論を加えてもわかるはずはない。そこで、

かルがポスザルをなぐりたおしたら、ポスザルになれまっしゃろ。平社員が社長をなぐりたおし

「ヒラ

たらどうなりまT? 社長になるどころか、クビになるだけやないですか」などという反論を言
ったり書いたりして、私はその訂正に苦労してきた。

• • • 
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ところが、そういう苔労も—しなくてすむようにな， l) ・そ3べある．この本の署看伊沢氏が、豪

雷の白山t 1 4年間も走りまわって、餌つけされていない野生のサルの騨れをいくつも調ぺ た結

果、サルの群れには、＊スもおらず、見張りザルもおらず、 1 列に並んだ順位制すらない、とい

うことを明らかにしてくれたからてある。サルにーなく、
・

人間（こあるのなら、こ れはやはり、人間

の発明［こちがいない。

伊沢氏の見たところて1ふ群れの周辺（こいつもたむろし、外戴の見張りを常に油断なく行な

っているはずのワカモノザルが、しばしば群れの中心部（そこにポスやメスや子供がいる）から

1 ＊ロメートルもはなれたところ て、昼寝を決めこんてい たりするらしい。これては見張りにも

何（こもなりはしない。それて1ふ外敵、たとえば野良犬や人間が近ついたと色、サルの群れはと

うやって危険を知るのだろうか。 項張りザル＂ てあろうが｀コドモ・ザルてあろうが、はた金た

＂ポスザル＂ ても、最初に見つけたサルがすっとんて逃げるだけらl,い。すると、金群のサルが

諏の見さかいもなく、9そのサルについて逃11出す。ポスザルも何もありたものてはないらしい。

そして、ともか（野良犬が追って来れない木の上に鵞急遍戴するのてある．見張りザルがポスに

知らせ、 ポスが全群に遍縫命令を発するよりは、この方が疇霙て遠そうてある。

もっとも、これだけては野犬が木の下 に居饒Itる隈り身動色がとれない。そこて、 一 応避鵬

して安金を確保したあとて、群れの中の大e （て強いオスサル（特定の•ポス・ ザルに隈らなし‘

らしい）が一 策を施す。木からお りて野犬を別のところへおび曹出すのてあ る。着看邑身もよく

これにひっかかったらしい。そのサルの後をついてい（と、いつのまにかサルの気配が感じられ

ないところへつれていか れたそうてある。

これは1例だが、このようにして伊沢氏は、これまて確立されてきたニホンザル社会の、ほ

とんどあらゆる定説をすべて否定していく。とは言っても、これ全てたくさんのサル研究着がこ

くめいに調ぺて、順位があ りリーダーを見たのは、たしかなマ頃：鱈 てある。先人たちは、全さ．

かウソ e ついていたわけてはあるまい。全あ、学看というものは、ウソをつくことが好e"'('、か

つう鸞いことは、 勺e 看” の 1 人てある私が憚陣してもよいが•伊沢氏は、それは鯛つけさ れた

サルの群れにあらわれた特豫なもの てぁろうと言う．餌場1こうず高（、おいしい鯛が積み上けら

れる。すると、群れの中の彊いサルがそこへ行き、力つくて他0サルe ょせつけない· •中した

餌という、人間がつくり出した条件の下て、サルの間の彊い弱いが、目に見える形て現われて塾

たのてある。山の中て、・野生て暮しているサルは、そんな1か所に積み上けられた餌など知らな

い。山の餌は、木の糞ても木の冥ても、広く散らばって存在している。彊いサルも罰いサルも、

それぞれ自分の気に人った木1このI!り、かって9こ鯛を貪っている。飼をめぐるけんかのいわれは

ないの0ぁる。木の冥がたくさんなれば、葦いサルも蒻いサルも、オスもメスも、大人も子供も、

みんな腹いっぱい食ぺて躙足し、’●Iこ閉じこめられるとみんなが飢えtがまんする。いくら最肇
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の ＂ポス＂ だ と威張ってみても、ない鯛Iょ奪うことはできまい’’

そういえば、 1 番（ポス）から最下位まで、 1 9リに順書がついているという有名な「順位製」

も、 2頭のサ！レの間にミカンやピー ナ., •ンを投け、どもらがとるかという手続きを経て、はじめ

てわかったことである。ミカン・テスト 、ピー ナ.,ツ・テストという。いつだったか学生が、人

間生慈学をやってみたいと言つたので、 「生物学科教官の順位麒というテ ー マを出したことが

ある。教官が2人いると e をみ1.tからって、その間に何か投げてみるというわけてある。ところ

が、サルとちがって人間では、投げる「もの」が鼈しい。食い拘ならだれ、ウイスキ ーならだれ、

と｀あらかじめ結景がわかってし愛う。教官の間の順位を、本当に示すにはなにがよいかを討論

した結果、それは研究費だろうということになったnでも、これをやろうと思ったら、あらかじ

め生物学科の全研究•をとりあけなくてはならぬ。この大研究はここでっ2づいて、遂1こ寅現で

きなかった。もっともヽそん なテストをしなくても大体わかっているけれど。

どんな生e 物でも、饉陰の間には艶があり、強いものと覇いものとがいる。その豫弱を示さ

ざるをえなくなるょうな条件を人間がつ くれば、順位ができてしまうのであるb

この本を読ん でいくうちに、私は署者に大変共感を覚えてきた。麟解のないように断わ って

おくが、決して好きになったわけではない。元京大応援団長であり、自分の結糟式のとき、みん

なの拍手がばらばらだといって｀自ら音頭をとってやりなおしさせたという神語のある人物であ

る。あまり近づ e にはなりたくない。共感を覚えたのは、私もかつて魚で同じよう9なことをゃっ

ていたからである。魚でも 4~5 匹い:..しょに小さいホ槽fこ閉じこめ ると、けんかをはじめ．、強

い蒻いが色まり、順位ができる。そして中には、魚の騨れには「順位制」がある、サルといっし

よや、などと行 e 過ぎる学堵tも多かった。海9こ漕って魚の尋れを見ていた私には、愈の群れに順

位制があるなどということは信じられなかった。たくさんの魚が集まってみんな仲よく泳いでい

るだけて、けんかなどおこらない。その上、魚の尋れには敷干から数万におよぶ大e なものがあ

り、たとえば1万匹のサパの尋れに、錆1位から錆1万位までの順位が決まっている、などと、

真面目に言う人はまずお るまい．どうも魚の順位制は、ホ槽fこ閉じこめて人間がつくり出したも

ので はなかろうかと考え、魚の欝れには順位馴がないということを実証しようとした。ところが

何1こよらず、あるという証明は簡皐だが、ないという証明は羹しい。どういうわけか私に敵意

".,.ているある生態学看がいて‘.rぁの男はここ8年、一編の科学論文も書いていない」と、

，，る韓誌に書い
ー
た。でも、それを1iE明す るために1がその8年間に出たあらゆる科学籟誌［すべ

てかなくてIiならない。 「そんなことやってるはずがない」と、私がある学生にいうと、彼は

「そんならあれはまちがいですか」と聞いた。 「うん、まちがいや。債はここ 1 2~3 年書いて

ないからなあ」

それはともかく、非常に苦労して、魚の順位創を否定したことがあるので-―その間の騨織を
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万が一知りたい人があれば、私の「磯魚の生態学」創元新書、を読んで：ヽただきたい。 t 0年前

の本だから、今よりは少し真面目に書いてある 一一 、伊沢氏のこの本に共感をもったというだ·

けの話である。もっとも、私はヽ順位制は魚にはないがサルにはあると思っていたので、 その本 ・

にもそう書いたが、この点ては少々困っている。 でも：ないものはしょうがない。そのうち、な ｀＇ ｀’
いしょで訂正しておくことにしょう。

さて、けんか好きのサルが、1つの群れにまとまるためには、順位制やリ ー ダ ー 制が必要な

のだ、というわけてあった；その順位制をなくしたら、 それに代わる、サルの群れのとりまとめ

法を考えなければならぬ。伊沢氏は、 それは同時に生まれ、いっしょに成長した、同世代の「仲

間意識」ではないかという。仲間意織などというと、すべてを数量化せずにはおさまらぬ近代生

態学者からまた怒られそうだが、私には大変よくわかる。生きものなんて、みんなそんなもので

はなかろうか。水族館にいたころ、数種類のチョウチョウウオをいれた水槽．で、たった2匹のフ

ウライチョウチョウウオが、他の種には自もくれず、その2匹の間だけてけんかをくりかえして

いた。 そんなにきらいならはなれていたらいいのに、彼らは 1 つの小さな石の両側にそれぞれ居

をかまえ、たえず出合ってたえずけんかしていたのである。

サルはたしかによくけんかする。しかし．、相手を殺してしまうようなけんかはしない。 「け

んがはよいことです。けんかすればするほど仲良くなります」と言ったのは毛沢東だが、人閲の

世界にも夫婦げんかというものもある。サルの群れに、順位制がなくとも、ポスがいなくとも、

群れがばらばらになるといって心配する必要など、ないのではあるまいか。

かくも無惨に中心概念を破壊芦れた日本のサル学は、これからどうするのだろうe伊沢氏は

読売新聞の記者にきかれて、こう答えている。 「今西先生には、そんなこと言ったらいままでの

サル学は全部ダメになる、本が出たら文句を言うそといわれています。」 （読亮、 1·9 8 2年 3

月8日）。今西先生の反論は楽しみだが、近代的サル学者の大半は、おそらく沈黙を守るだろう。

彼らは、デー クと数字で反論しなければならず、そのためには、少なくとも冬の白山を •1 5年以

上走りまわらなくてはならないからである。

（奥野良之助）
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日 本 生 物 学 会 編

「生物学 誇 大 事 典」

「こんちゅう」：節足動·物門•こん虫網に属する雑多なムシ類。体は固いキチン質におおわれ、

他からの忠告は全く受けつけない。 そのくせ内部には骨格がなく、特にパックポ ー ンは根跡

すらないので、ほんのわずかな間といえども節操を保つことはできない。 一 応脳らしきもの

は頭部に存在するが、胸部や腹部にも大きな神経節を持ち、 その思想は分裂していることを

もって本質としている。インマチュアの時代が非常に長く、 一生の大半を占めるものが多い。

また、・よく食べて成長ずるのはインマチュア時代であり、 マチュアすると成長はとまり、 卵

を産んで死ぬだけの存在となる。かつては石炭紀のトンポのように大きいものも現われたが、

その後小さくなる一方であり、こまかなすき間にはいり•こんてこまかく分かれ、種類数だけ

は、全動物の80%、 80万種を越えるほど増えた。とはいっても、その基本形態はほとん

ど向ーで、頭・胸・腹に分かれ、足が6本、羽根が 4 枚ある。毛が1本多いとか、 ヒゲが生

えているとかいった、どうでもよとヽようなことで他を区別しているにすぎない。英語でイン

セクトというが、これは「セクトの中に閉じこもる」という意味であり、 セクト主義者は大

いにこれを好むが、 ノンセクトはそれこそゴキブリの如く忌みきらう。それでもかくのごと

＜繁栄しているのは、 その無節操の故であろう。 ちなみに、金沢大学理学部生物学科ては、

こん虫学科ではないかと思われるほどはびこっている。

※ 日本生物学会ではこのたび、 「生物学誇大事典」を編集することになりました。生物にはも

ちろん人間もはいりますから、 どんな項目が出てきてもすべて収録します。、また、 すべての事象

にはさまざまな解釈が可能ですから、同じ項目が何回出てきてもかまいません。 この世紀の大事

業に、 すべての会員が参加するよう呼びかけます。

（日本生物学会誌 編集局）
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「日 本 生 物 学 会」 殷 立 趣 意 書

なんにも目的はなしヽけれど｀ 「日本生物学会」なるものをつくろうと思う。動物学会や植物·

学会はあるが、日本にはまだ、生物学 会と称するものはない。しいていえば、それが設立の動檀

である。

会の目的はないが事纂はおこなう。

その一つは、会誌0発行である。これを「日本生物学会誌」と名つける。刊行は不定期とし｀

原稿が集まり次戴発行する。したがって、原稿が集まらなければ、永久に発行しない。内容は、

会の名称にふさわしいしのとする。ただし、 ＂生物” には当然人間も含まれる。たとえ天文学で

も、もしそれを人間がやったのならよいことになる。また、 •8*
” 生物学会であるので、日本

詞以外は受けつけない。受けつけた原稿は、舞審査・撫修正のうえ、鰊責任に掲載する。

戴二の事業は、 「大会」である。年一 回金沢においで開く。大会は、しゃべりたいものがし

ゃぺり、聞きたいものが聞くことによって成立する。したがって、しゃべりたいものがいなけれ

ば直ちに解散する。 （聞きたいしのがいなくても同様である） 二次会はさまたけない。

全員の責格は呻教授” とする。要するに、教授以外であればだれでもよい。もっとも、．敏

授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある。

会員の暴務は、会費をおさめること、及び、会費の行方について、濠く追及しないことであ

る。会費は当分の間、定職についているもの年1 0 0 0円、定職な色もの年100F.Iとする。善

意の寄付はこれをこばまない。ただし寄付しても」町の特夷も与えない。

会の ＂管遅・運営＂ iふ当分の間、会長の独載とする。会員I＄会長に対し、団交帽を持つ o l, 

たがって、総会は開かない。団交は文書ておこなってもよい。

本部は、金沢市丸の内1の1 金沢大学理学部生物学教室 生態学戴ー研究宣 におく。遵

絡はすぺて本部ぁでにおこなうこと。

各地に支部を設立することが望ましい。支部長は自称すれば直ちに発効する。支部の管理運

営は支部長の独戴とし、本部は一切閥知しない。

以上の趣旨に賛同の方は（あまりいるとは思わないが）、 あるいは賛同しなくとも、11J封の

カ ー ドに氏名・住所・電話書号をか色｀会費を同封して、本部まで送られたい．会蒻の発退をも

つで受僕書にかえる。原稿がなければ永久に出ないことを卿T承のほどを。

1977年5月26日の住e日1::.

会 長 臭野良之助
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＜会 則 追 記＞

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者で、どうしても入会を希望するものは、 ”不

名誉会員” とし、会費2 0. 0 0円を懲収する。

学部長、学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、何としても入会したい人は、

叫寺別不名誉会員’'とし、会費4000円を懲収する。

現普通会員も、出世したときは、これらに準ずる。

会費の送金は、郵便島の下記振替口座を利用するのが、最も安上り(1回1 5円）である。

もちろん切手でもよく、1 0 0円を書留にして350円かけて送ってもらっても、当方は 一 向に

差支えない。

金沢 40763 日本生物学会

日 本 生 物 学 会 誌

1 日本語に限る。

投 稿 規 定

2 漢字はなるべく当用漢字に限ること。タイプの括字がない時は、勝手にカナにかえること

がある。

3 原稿の長さの制限はしない。ただし、1号は1 0 O枚(4 0 0字づめ）しかはいらないの

で、適宜分割掲載することがある。

4 形式・内容とも、全く自由とする。読む•読まないは読者の自由であるから、読者のこと

など考えずに書けばよい。

5 匿名、変名、ペンネ ー ム、いずれも可。もちろん本名でもよい。

6 いずれの場合も、肩書、所属などは不要。

7 寄稿者には本誌5部を進呈する。別刷のほしい方は、原稿にその旨誌しておくこと。

6 図、写真も可。ただし写真はおそらく、何が何かわからなくなるものになる。

1 9 8 2年8月 改訂
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くく編 集 局 だ よ り＞＞

どういうわげか前号からひと月もたたぬうちに出来てしまいました。原因は「もくじ」を見て·

いただくとすぐにわかると思います。前号の多彩な顔ぶれから 一 転して昔のパク ー ンに逆もどりで

す，好ましくない事態ですが、 名ばかりで権限の伴なわない私にはいかんとも仕様がありません。

今度金沢大学て「あけがらす文庫記念講演会」というのがありまして、講師に日本生物学会不

名誉会員であるS教授と会長およびN助教授｛来春不名誉会員への降格並びに本部金沢からの都

落ちが決定している）が予定されています。 ついでに客席の方も当学会員で占領して、日本国政府

の後援による日本生物学会（誌500ペー ジ突破記念）大会にしてしまおう＇ とひそかに計画中です。

局長：どういう理由でこのメンパーになったんですか。

会長： Sさんがひきうけてきて、オレにも出ろいうてきけへんのや。もう1人要る言うから、N

さんで間に合いまへんか言うたら、ほんまになってしもた。

局長：テ ー マは何ですか，，

会長·：聞いで驚くな。 「冒険と探究Jいうんや。副題が何と「学問をささえるもの」。

局：会長はこの間、ソフトボ ー ルのピッチャ ーしてて、 ゴロがきたらとんで逃げたそうですね。

N先生はガスコンロによう火をつけんそうやし、冒険とは関係ないのんとちゃいますか。

会長：学問の冒険いうたらそんなもんやない。たとえば、教授を言い負かすとかね。君ら学生..

でもそうやで。教授に逆らう冒険を•おかさんことに．は、ほんまの探究はできんことになってる。

さでどんな露演会になることやら。 冒険心と探究心にあふれた方はせひ聞きに行って下さい。

（綱 集 局 長）
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